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枝野ビジョンで自滅した立民枝野ビジョンで自滅した立民
どうすれば国民にどうすれば国民に
　　信用・信頼されるのか　　信用・信頼されるのか

　
「
過
半
数
を
取
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
心
配
だ
っ
た
」（
自
民
党
首
脳
）
と
い

う
自
民
党
、「
議
員
数
が
減
る
と
は
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
」（
福
山
哲
郎
幹
事
長
）

と
い
う
立
憲
民
主
党
。
選
挙
結
果
は
、
自

民
党
は
15
議
席
減
少
し
た
も
の
の
、
絶
対

多
数
の
２
６
１
議
席
を
確
保
し
た
。
一
方

野
党
連
合
を
組
織
し
た
立
憲
民
主
党
は
14

議
席
を
失
い
、
共
産
党
も
２
議
席
減
少
と

な
り
、
自
民
大
勝
、
野
党
連
合
大
敗
で
あ

っ
た
。
与
野
党
の
議
席
の
減
少
分
を
吸
収

し
た
の
が
維
新
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
は

す
で
に
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
て
い
る

が
、
私
は
こ
こ
で
立
憲
民
主
党
の
敗
北
理

由
を
考
え
て
み
た
い
。

　

立
憲
民
主
党
は
、
選
挙
区
で
は
前
回
比

で
９
議
席
増
加
し
た
の
に
、
比
例
区
で
は

前
回
比
マ
イ
ナ
ス
23
議
席
と
な
り
、
大
敗

し
た
。
さ
ら
に
30
選
挙
区
で
は
自
民
党
に

一
万
票
未
満
の
票
数
で
敗
れ
て
お
り
、
１

対
１
の
選
挙
区
で
立
民
の
候
補
者
の
腰
が

弱
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
今
回
の
総
選
挙

の
特
徴
は
、
20
年
以
上
継
続
す
る
自
公
連

合
に
対
し
て
立
民
を
中
心
と
す
る
野
党
連

合
（
共
産
党
を
含
む
）
の
対
立
と
い
う
図

式
と
な
り
、
２
大
政
党
の
対
立
と
い
う
小

選
挙
区
導
入
時
の
狙
い
に
添
う
形
で
あ
っ

た
。

　

結
果
を
見
る
と
、
小
選
挙
区
で
の
立
民

が
９
議
席
増
や
し
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、

野
党
共
闘
は
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
ら
ば
な
ぜ
立
民
は
比
例
区
で
大
敗
し

た
の
か
。

　

比
例
区
で
野
党
に
投
票
す
る
選
挙
民
は

自
公
政
権
に
批
判
的
で
あ
り
、
政
権
交
代

可
能
な
政
党
に
票
を
入
れ
よ
う
と
す
る
の

で
、
野
党
第
一
党
に
票
が
集
中
す
る
の
が

一
般
的
な
傾
向
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回

野
党
第
一
党
の
立
民
へ
の
票
が
激
減
し
た

の
は
立
民
が
国
民
か
ら
「
信
用
さ
れ
ず
、

信
頼
さ
ら
ず
」
だ
か
ら
だ
。
そ
の
原
因
を

指
摘
し
て
み
よ
う
。

　

第
一
に
、「
信
用
さ
れ
な
い
」
致
命
的

な
原
因
は
、
２
０
０
９
年
８
月
の
選
挙

で
「
今
後
４
年
間
、
消
費
税
は
引
き
上
げ

な
い
」
と
国
民
に
約
束
し
な
が
ら
、
こ
れ

を
反
故
に
し
て
国
民
を
裏
切
っ
た
こ
と
だ
。

裏
切
っ
た
張
本
人
は
菅
直
人
・
野
田
佳
彦

両
元
首
相
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
国
民
に
謝

り
も
せ
ず
に
現
役
で
い
る
立
民
を
だ
れ
が

信
用
す
る
の
か
。

　

第
２
に
、
枝
野
幸
男
代
表
は
、
野
田
内

閣
の
官
房
長
官
で
あ
り
、
消
費
税
引
き
上

げ
を
推
進
し
た
政
治
家
だ
。
今
回
の
選
挙

で
は
「
消
費
税
引
き
下
げ
」
を
公
約
に
し

て
い
る
が
、
ま
ず
国
民
に
前
回
の
裏
切
り

を
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

第
３
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
自
民

党
の
対
応
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
国
民
に
し
よ

う
と
せ
ず
、
さ
ら
に
医
療
崩
壊
を
招
く
な

ど
、
後
手
後
手
で
国
民
の
批
判
を
招
い
た

の
に
、
立
民
か
ら
は
具
体
策
の
提
案
が
聞

こ
え
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
「
信
頼

で
き
な
い
」。

　

第
４
に
、「
枝
野
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
実
現

不
可
能
な
点
が
多
く
、
経
済
理
論
が
よ
く

理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
国
民
が
幸
福
に
過

ご
せ
る
社
会
に
す
る
に
は
公
助
を
優
先
す

べ
き
で
あ
っ
て
、「
自
助
を
強
い
る
社
会

に
未
来
は
な
い
」
と
い
う
理
念
に
は
賛
成

で
あ
る
。
し
か
し
マ
ク
ロ
経
済
か
ら
み
る

と
、
枝
野
理
論
で
は
「
経
済
を
成
長
さ
せ

ず
に
分
配
だ
け
を
増
や
す
」
政
策
は
現
実

的
に
実
現
不
可
能
で
は
な
い
か
。
分
配
に

回
す
マ
ネ
ー
を
予
算
項
目
の
ど
こ
か
ら
奪

っ
て
く
る
の
か
。

　
「
経
済
を
成
長
さ
せ
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
「
小
さ
い
政
府
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

予
算
配
分
を
変
え
て
社
会
保
障
費
を
捻
出

す
る
」「
そ
の
た
め
に
は
公
共
投
資
を
削

減
し
、
そ
の
分
を
社
会
保
障
に
充
て
る
」

と
い
う
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
日
本
の

社
会
イ
ン
フ
は
一
段
と
朽
ち
果
て
、
自
然

災
害
で
国
民
生
活
が
侵
害
さ
れ
、
経
済
全

体
で
デ
フ
レ
現
象
が
強
ま
り
、
経
済
規
模

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
縮
小
す
る
。
国
民
は
実
感

と
し
て
枝
野
理
論
の
誤
り
を
見
抜
い
て
い

る
。

　

枝
野
幸
男
氏
は
「
日
本
は
世
界
一
の
債

権
国
で
あ
り
、
対
外
債
権
が
３
６
５
兆

円
（
２
０
１
９
年
12
月
末
）
も
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。「
借
金
」
が
あ
る

の
は
「
政
府
」
で
あ
っ
て
日
本
「
国
」
で

は
な
い
。
日
本
「
国
」
は
「
世
界
最
大
の

債
権
国
」
で
あ
る
。
こ
の
マ
ネ
ー
は
国
民

の
預
貯
金
で
あ
り
、
日
本
が
デ
フ
レ
政
策

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
均
衡
策
）
を

小
泉
内
閣
以
来
継
続
し
て
い
る
か
ら
、
国

民
は
年
々
貧
し
く
な
っ
て
行
く
の
だ
。
こ

れ
が
分
か
っ
て
お
れ
ば
、
日
本
国
民
の
マ

ネ
ー
を
使
っ
て
「
小
さ
す
ぎ
る
政
府
を
主

要
国
並
み
に
大
き
く
し
、
大
き
く
し
て
得

ら
れ
る
果
実
を
労
働
者
に
多
く
配
分
す

る
」、
こ
れ
が
リ
ベ
ラ
ル
と
言
わ
れ
る
政

治
理
念
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

　

新
し
い
代
表
が
、
リ
ベ
ラ
ル
な
日
本

（
国
家
の
利
益
を
資
本
家
よ
り
も
労
働
者

に
多
く
配
分
で
き
る
政
策
）
を
立
案
す
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
、
比
例
区
の
得
票
が
増

加
す
る
で
あ
ろ
う
。


